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漆塗りの器が一般に使われるように
なったのは江戸時代以降といわれて
います。輪島塗の器のように特別な
日に使うもの以外にも、重箱や箱膳
など日常的に使うものにも漆が塗ら
れました。漆器には商標印が押され
ていることがあり、産地や買い手に
届くまでの道すじを推測することが
できます。

美濃加茂市民ミュージアムにある常設展示室
をWEB上で見られます。気軽に「ふらり」と
立ち寄って、気の向くままにページを開いて
みてください。そして、何かここで感じたこ
とがあれば、それを確かめにこの展示室や現
地を訪れてみてはいかがですか…

【ふらりと展示室】

美濃加茂地域を中心とすることがらを
事典形式で解説。

【美濃加茂事典】

Webでも楽しもう！文化の森

文化の森HP
http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→データベース→美濃加茂事典

文化の森HP http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→ふらりと展示室

JR美濃太田駅北口より乗車、「文化の森」下車
（乗車時間約10分）
※時刻表など詳しくは、あい愛バスのホーム
　ページをご覧下さい。　
　http://aiai-bus.com/

■交通
●鉄　道

●自動車
●あい愛バス

 JR名古屋駅から美濃太田駅まで
東海道本線・高山本線経由、
特急「ひだ」で約40分
美濃太田駅北口から徒歩約17分
東海環状自動車道美濃加茂ICから約5分

TEL

■ご利用のご案内
開館時間

休  館  日

9：00～17：00
（ただし、施設の貸出し利用は8：30～22：00まで）
月曜日
（ただし、祝日の場合は開館し、直後の平日休館）
年末年始

展覧会情報のほか、風景・アート・収蔵資料など、
みのかも文化の森の魅力を発信していきます。  9 月  5日、12日、20日、26日　

10月  3日、11日、17日、24日、31日　
11月  7日、14日、21日、28日
12月  5日、12日、19日、26日、29～1月3日

【9月･10月･11月･12月の休館日】

9月20日、26日、10月3日、11日、17日

●会   期

●会   場 企画展示室  　美術工芸展示室

観覧無料

観覧無料

観覧無料

会場   民具展示館会場

観覧料

企画展示室

  一般 200 円

ていねいな暮らしと道具展

風景を愛でる 日下部一司 展

箱膳

9月17日 10月23日土 日

forum & event ●会場 ●内容●日時

現在は東京に活動の拠点を置く美濃加茂市出身の版画家・舩坂芳助。
折に触れて当館でも版画作品を紹介してきました。しかし版画の制
作だけでなく、ドローイング・コラージュの制作にも力を入れてい
ます。画材にはパステルや墨を使います。それらで薄い和紙に色形
や線を描き、裏返してキャンバスに貼り重ねています。和紙を透か
して見える色形は奥行を感じさせ、絵に独特な空間が生まれます。
今もなお精力的な活動を展開する舩坂芳助がこれまでに手掛けてき
た600点を超える作品の中から選んだ約50点を展示します。

暮らしの移り変わりや暮らしぶりを知り、
忘れてはならないものを次の世代に伝えて
いける機会となれば幸いです。

病院

A５サイズで一版多色の水性木版画を制作します。対象は小学５年生
以上です。

会期会期

－美濃の禅画の世界　白隠と仙厓と－墨痕に咲う　
ぼっこん わら

予告

予告

  月    　  日  土 ｰ  2023.      月 　　日  日9 10 123

会場   美術工芸展示室

会期
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美濃太田駅北口発 文化の森発文化の森着 美濃太田駅北口着

舩坂芳助     ドローイング・コラージュ 展
My Space and My Dimension

―

高校生以下・かるちすとくらぶ会員は無料

  2023.     月         日土  ｰ       月 　　日  日1 2 8 262

  2023.     月       日  日 ｰ       月 　　日  日1  8 192

せんがいはくいん

人の咲うを愛す―美濃国出身の仙厓義梵 (1750-1837)
は自らの絵をこう称し、思わず頬が緩むような和や
かな作品を多く生み出しました。この地域は書画を
よくした近世の禅僧・白隠慧鶴や雪潭紹璞ともゆか
りが深く、各地に足跡が残る場所です。その独特な
作風の絵を通して、今の人にも通じるような温かな
人の交わりと祈りの世界へと誘います。

わら せんがいぎ ぼん

はくいん え かく せったんしょうぼく

＊早稲田大学歴史館は 11月18日㈮～12月18日㈰に開催予定。

早稲田大学・美濃加茂市共催展

D-640　2018年

会期中の休館日

企画展示室
美術工芸展示室

　10 月2日（日）
  13:30-14:30 講師：舩坂芳助

作家がドローイング・コラージュの制作について、作品について語り
ます。

  アーティストトーク

参加無料当日受付

　9月18日（日）
  13:00-16:00

参加料：1,000 円
工芸室

定員：15 名
講師：舩坂芳助

＊募集期間は終了しました。

アートな 1日講座

彫り進み版画

「芸術と自然」をテーマにした現代美術展。
岐阜県出身のアーティスト・日下部一司を
紹介します。作家は近年、日常の何気ない
風景に魅力を見出して撮影した小さな写真
の作品の制作に取り組んでいます。本展で
は美濃加茂で滞在制作した新作の写真を含
めて展覧します。

相似形風景 2021年

白隠筆 「濃陽冨士山記 茅斎記」

＊作家によるワークショップを開催します。詳細は中面  
　をご覧ください。

文化の森へ、 貴重な資料を寄贈していただきました。
ありがとうございました。

かんざし　ほか
山田 武司さん（本郷町） 

ガンガン キリダメ

双頭レール
山岡 光彦さん（本郷町）

柄鏡
尾石 留美子さん（中部台）

書籍　ほか
水谷　武彦さん（太田町）

法被 ほか
座馬 史彦さん（清水町）

国鉄の携帯電話機　ほか
千葉 健志さん（田島町）

車両銘板C58 280 ほか
日比野 安和さん（古井町）

林 チヱ子さん（太田本町）
棹ばかり

国鉄 手書きのダイヤ ほか
砂場 巧さん（新池町）



2022 年  9月～12月

イベント

民具展示館ていねいな暮らしと
道具展 無料 ー

●定員●日時 ●名称 ●内容 ●会場 ●参加料

10/15 (土)
14:00 -15:00 第222回 森の朗読会 市民による朗読です。

作品：「 三年目 」　山本周五郎 /作
緑のホール 無料

かつてこのあたりでみられた簡素な門松を
立てます

12 / 10 (土) ～1 / 6 （金）門松立てまゆの家

年 中 行 事

自由観覧

※イベントや講座について、今後の予定や定員が変更になる場合がありますので、文化の森ホームページでご確認いただくか、電話でお問い合わせください。
※施設を利用される方は、手指消毒、マスク着用をお願いします。

m i n o k a m o  c i t y  m u s e u m

11/17(木)
     ～27（日）
9:00 -17:00

第67回
美濃加茂市美術展

企画展示室
美術工芸展示室
エントランスホール

無料

秋を染める11/12 (土)
9:30 -12:00

秋の草木でＴ シャツを染めます。
　持ち物：白いＴシャツ、エプロン、　
　　　　ビニール袋、ゴム手袋、
　　　　ぞうきん

  9/ 13 (火)～10/ 14 (金）
12名

ていねいな暮らし講座
●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

ー

ー無料
 12/ 2 （金）
 ～ 4   (日)
9:00 -17:00

美濃加茂市こども展
市内小中学校の児童・生徒の作品展です。俳句、書写（硬筆・
毛筆）、絵画、工作彫塑、技術・家庭科の作品を展示します。
お問合せ：教育センター（℡0574-28-3255）

企画展示室
美術工芸展示室
展示ホール

ー無料 12/ 3 (土)
13:30 -15:30

わくわくどきどき
科学の広場

わくわくドキドキ楽しい科学コーナーがいっぱい！子ども
たちの参加を待っています。
お問合せ：教育センター（℡0574-28-3255)

エントランス
ホール

 12/17 (土)
14:00 -15:00 第223回 森の朗読会

市民による朗読です。
作品：「アグニの神」　芥川龍之介/作   ほか 無料 60名緑のホール

 9/17 (土)
14:00 -15:00 第221回 森の朗読会 市民による朗読です。

作品：「坊主の壺」　宮部みゆき/作　
無料 60名

60名

緑のホール

9/10 (土)　   
～ 3/12(日)

状況に応じて対面上演
またはビデオ上映

状況に応じて対面上演
またはビデオ上映

状況に応じて対面上演
またはビデオ上映

手びねりの技法またはろくろで簡単な
器を作ります。出来上がった作品は、
後日お渡しします。（送付は有料）
持ち物：エプロン、タオル

ふわふわの羊毛フェルトを使ったクリ
スマスツリーの小さな額の作品を作り
ましょう。

1,000円

800円

800円

　　　　　　　　　

四季を食べる講座
●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

10名

生活体験館
「まゆの家」
（受付も）

500円

10名500円

 
ごつごつした芋から、とぅるんとした
こんにゃくができる不思議さを体験
持ち物：エプロン、三角巾、マスク着用 【9/29(木)～10/13(木)】

【10/20(木)～11/3(木・祝)】

11/10 (木)
10:30-13:00

12/ 1 (木)
10:30-13:00

手作りこんにゃく

おせち料理

フェルトで作る
クリスマス

めんどう？意外と簡単！おせち料理
持ち物：エプロン、三角巾、マスク着用

生活体験館
（まゆの家）

暮らしの移り変わりや暮らしぶりを知り、忘れてはならな
いものを次の世代に伝えていける機会となれば幸いです。

受講生による朗読

11月１9日（土）

【作品】 
「与三の水」吉森大祐/作
「しぶとい連中」藤沢周平/作

【作品】
「セロ弾きのゴーシュ」宮澤賢治/作
「送り火」重松 清/作
「夫とUFO」奥田英朗/作

11月20日（日）13：00̶15:00 14：00̶17:00

●入場無料
（自由席）

第24回　朗読フェスティバル
共催：みのかも「声のドラマ」の会・美濃加茂市

みのかも「声のドラマ」の会、朗読講座受講生の朗読

11/20(日)
13:00-16:00

2/ 5(日)
10:00-16:00

各回
８名陶芸室

工芸室

陶芸室

15名

12名
【12/13(火)～12/25(日)】

【9/13(火)～9/25(日)】

【10/12(水)～10/23(日)】

企画展の関連講座。写真作品を作る日
下部さんとピンホールカメラを作りま
す。午後に撮影・現像をします。
持ち物：缶の空箱 (１辺10~20cm以内の物）

市民公募による展覧会です。日本画、洋画、彫刻・彫塑・
工芸、書、写真の５部門にわたって入賞入選作品を展示
します。

陶芸

300円

日下部一司
ワークショップ

よ   ざ

アートな 1 日講座

ピンホールカメラ

 10/16（日）
①13:00-14:30
②15:00ｰ16:30

　　　　　　　　　

●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

 

■文化の森ホームページ講座専用申込フォーム
　こちらのQRコードからもお申し込みできます。 →
■はがき（住所、氏名、電話番号、希望講座を記入）
■ご来館
※応募者多数の場合は抽選となります。抽選結果は郵送にてお知らせいたします。

講座にお申し込みいただいた
個人情報は、以下の項目のみに
使用します。
1.お申し込みに関する問合せ
2.講座開催に関する連絡
3.抽選結果の通知

事前申し込み
について

電話、FAXによる受付は行い
ません。右記のいずれかの
方法でお申し込みください。


